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1．はじめに 
 
 筆者の住んでいる群馬県大泉町は、2019 年 1 月 10 日の日経新聞北関東版によると
外国人比率が 18.1％である。人口約 4 万人のうち 7,500 人ほどが外国人で、そのうち
4,000 人がブラジル人である。以前は 15％と言っていたがみるみるうちに 18％を超え
た。ブラジル人の増加率はほぼ横ばいであるが、ネパール人、ペルー人、ベトナム人が
増加している。多文化共生が進んでいる町と言われているが、筆者はそうではないと
感じている。外国人が多くいるため、そこでコミュニティができあがり、日本人と交流
する必要性を感じない。日本人からの交流もない印象である。映画はこのような状況
から始まっていく。 
 まち映画とは地元の映画に出たい子供たちから、一発芸などで演技ができそうな子
をオーディションで選び、演技練習をし、本番を迎えるという作り方をしている映画
のことである。 
 
2．映画「サンゴーヨン☆サッカー」上映 
 
 「サンゴーヨン☆サッカー」2014/日本/64 分/監督：藤橋誠 
駐日ブラジル領事館後援ぐんま県日本のブラジル町発多文化共生まち映画。 
 
映画パンフレットより INTRODUCTION： 
「日本の『ブラジルタウン』である大泉町を舞台に『外国人と日本人の共生』と『人
間の二面性』をテーマに、大泉・太田ラグビーまち映画『グラス☆ホッパー』のスピン
オフ作品として企画。出演者には『グラス☆ホッパー』出演のキャストのほか、群馬県
内から公募し、キャストオーディションを経て小学生から社会人までの 10 人のキャス
トが新たに選ばれました。本作の監督には市民協働参画型映画制作である『まち映画』
を数多く撮り続ける藤橋誠。音楽監督には『グラス☆ホッパー』に引き続き Raiji＆
Chips のリーダーである小林頼司が担当。国道 354 号線を封鎖してラストシーンの撮影
が行なわれ、日本とブラジルをはじめとする多文化共生の様々な垣根を越えながら、
行政と民間、商店街と工場等、官民一丸となった協働の町『おおいずみ』の一大事業と
して製作されました。」 
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映画パンフレットより STORY： 
「石田亜美は受験勉強と将来に悩むごく一般的な中学生。町内のブラジル色に違和
感を覚える亜美は、地元から脱出すべく、県外の高校を志望し日々勉強とラグビー部
のマネージャーに邁進している。亜美は幼い頃から母の亜梨沙と兄の健吾、妹の由美
と一家 4 人で暮らしている。亜美の実父であり、大泉商工会に勤める宮尾秀俊は 8 年
前ブラジルから帰国以来、家族とは別居が続いている。秀俊は町内の日伯間の友好関
係の向上と不況で苦しむ町を観光で盛り上げようと、『354（さんごーよん）サッカー』
というイベントを日系ブラジル人である岡本マルコスと共に企画する。ある日、亜美
は中学校の職業実習として大泉商工会に派遣されることになり、秀俊と何年ぶりかの
再開をすることになる。秀俊やマルコスの手伝いを渋々する内に、亜美は秀俊の家族
サンゴーヨン☆サッカーのフライヤー 
－ 116 －
に対する温かな想いを感じていくのであった。354 サッカーのイベント準備が順調に進
む中、ブラジルで暮らしているマルコスの妻の容態が悪くなり、マルコスは息子のル
イスと一時帰国することに・・・ 
 2014 年 FIFA ワールドカップブラジル大会や 2016 年リオデジャネイロオリンピック
で今、群馬で一番熱いブラジルタウン大泉町を舞台に、女子中学生の甘酸っぱくもほ
ろ苦い青春と、日本とブラジルの国境を越えた大人同士の友情を描いた物語である。」 
 
3．まち映画をつくる 
 
 「サンゴーヨン☆サッカー」は、昨年ヒットした映画「カメラを止めるな」より少な
い予算で製作した。最初に作った映画は 2013 年の「グラス☆ホッパー」である。2019
年にはラグビーワールドカップが行われるが、当時はラグビーの認知度が今よりも低
かった。本来筆者の本業は映画プロデューサーではなく、造園業である。ラグビーチー
ムの強豪パナソニックワイルドナイツが地元にあり、そのグランドの芝生を管理して
いることから、ラグビーを盛り上げ
たい、そして地元を盛り上げたいと
この映画を作った。 
 この映画で地元に外国人が大勢
いることも描きたかったが、あまり
多くのことを盛り込むと映画はわ
かりにくくなるため、この作品では
描かなかった。しかしこの、まち映
画という制作手法が筆者の心に強
く刻まれた。地元の子供が熱心に練
習し撮影に挑んで作り上げていく
過程で、始めは知らない者同士で誰
とも話をすることもない状態から、
演技練習、撮影を通して仲良くなっ
ていく。そして親御さんをはじめ、
店舗や工場など地元の人を巻き込
み、仲間になり絆を深め 1つの作品
を作り上げていく。最初の作品で描
けなかったテーマで、またまち映画
を作りたくなってしまったのだ。 
 主役の女の子はこの作品の後、プ
ロになった。群馬県の人口 4万人の
まち映画からプロへと歩みだした女優 
ついひじ杏奈 
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小さな町からこのような女の子が現れるなど、子供たちの能力はすごいものがあると
感じた。この映画では小学校 2 年生～5 年生、中学 1，2 年の子供たちが出演した。日
系ブラジル人の男の子役の子供は、日本語は上手だがポルトガル語は苦手で、父親役
に教わりながら撮影した。制作を通じてブラジルに触れ合うことができ、大人子供が
関係なく 1 つの目標に向かって行く、これはまるですばらしい授業のようである。ま
ちづくりにこのような手法を取り入れ、1年を通して授業という形でこのまち映画を作
っていくことは、座学で学ぶより良い授業になるのではないかと考える。 
 ただ多文化共生のテーマで映画を作ったからといって、何かが劇的に変わるのかと
言えば残念ながらそうではない。しかし最後の国道を止めてサッカーをしたシーンで
は、300 人ほどのエキストラが集まり、多くの外国人も参加してくれた。撮影の合間に
日本人と外国人が肩を組んで記念撮影をしている姿を見たときには、映画を作ってよ
かったと感じた。このように小さなことから少しずつ多文化の人々が打ち解け合える
ことができたなら、そこに映画を撮った価値があったといえよう。 
 
 
 9 年間父親が姿を消すというストーリーは、家族との時間がなかなか取れずに仕事や
地域活動をしている筆者がモデルになっている部分もあるが、あくまでもフィクショ
ンである。監督が脚本を書き、筆者が注文を出し、両者で何度もやり取りを行い作り上
げた。 
国道 354線を封鎖しての撮影の様子 
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 最後の国道でのサッカーシーンは以前から内に秘めていた企画で、商工会の会議で
提案していたが、風呂敷を広げすぎると大変だという意見もあり、実現していなかっ
た。しかし最初の映画「グラス☆ホッパー」で協力していただいた町長にお礼の挨拶に
伺った時、国道を止めてサッカーをする企画を話したところ大いに乗り気で、その後
警察に許可を取るなどの協力をいただいた。ちなみに町長はこの映画の中で寿司屋の
マスターで出演している。町長の多大な協力もあり、大泉町で作り上げることができ
た。無謀なことも一歩踏み出すと進み出す。やらない理由をたくさん述べることは簡単
だが、動き出すとやらざるをえない状況になり、制作することができるのだ。 
 
4．映画から多文化共生を考える 
 
4.1 多文化共生の町の実態 
 冒頭のサンバのイベントは実在しているイベントで、10 年程続いている。やって来
るお客さんは町外の人ばかりで、観光協会としては町外からお客さんが来ることは好
ましいことではあるが、町民はスタッフ以外まばらだ。出店する店舗は海外だけでな
く、地元の日本人経営の店舗も出るが、日本人からはブラジルのためばかりでなくも
っと日本人のためにやって欲しい、儲けさせて欲しいという意見が複数出た。ブラジ
ルという観光資源で集客するのだから、店舗はアイディアを出しお客さんを惹き込む
努力をしてほしかったが、自分たちのためだけにやって欲しいという考えだったのは
とても残念であった。大泉町は長年企業城下町で、企業が右肩上がりで成長し、歓送迎
会や忘年会のような宴会がたくさんあり、何もしなくても日本の飲食店は潤ってきた。
リーマンショック以降も日本の店舗は今まで通りのやり方で、アイディアも出さずに
やってきたのではないだろうか。海外の店舗はもっとバイタリティーがあり、積極的
にアイディアを出しているように感じた。 
 
4.2 多文化共生のスポーツ界 
 今回はサッカーを題材にしたが、前作はラグビーが題材であった。2019 年ラグビー
ワールドカップが行われる日本代表は外国人ばかりと言われることが多いが、ラグビ
ーは国籍関係なく、プレーしている国が条件となる。極端な話、全員外国人でもいいの
である。サッカー、野球でも外国人助っ人選手はたくさんおり、スポーツの世界では多
文化共生が一番進んでいると考える。個人競技でもテニスの大坂なおみ選手、陸上の
ケンブリッジ飛鳥選手など、バイレイシャルの選手が活躍している。スポーツには今
後純血日本主義を覆すヒントがあると感じる。国籍関係なく、日本代表として外国人
選手が戦うラグビーのワールドカップは、今年 9月から 11 月にかけて繰り広げられる
のでぜひ見てもらいたい。 
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このまち映画という手法は、製作過程において人と人が繋がり、信じられないよう
な奇跡や偶然、化学反応が起こりうる。映画という一つの目標に向かって世代を超え
地域を超え、映画製作が存在しなければ出会うことのなかった様々な人々、つまりこ
こにミクロな視点での多文化共生が生まれており、そのチームが一つになっていき、
その中で様々な気づきを与えてくれる。まち映画づくりという授業が御校で実現し、
それを通じて多文化共生や地域政策など多くの学びの場となることを願う。 
 
（2019 年 1 月 10 日、生活美学研究所本年度もてなし研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部准教授 三 宅 正 弘 
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